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る方が大半でしょう。では、ゲーテの「ミニヨンの歌」の第４行、Die Myrte still 







































    
 
ギンバイカ 
Myrtus communis L. ［フトモモ科ギンバイカ属］  


















さて、ギンバイカのラテン語名はその学名から myrtus, murtus と容易に知れま




（1）Theophrastos, peri Phytōn Historia (lat. Historia Plantarum) 4.5.3  
 
τῶν δὲ ἡμερουμένων ἥκιστά φασιν ἐν τοῖς ψυχροῖς ὑπομένειν δάφνην καὶ 
μυρρίνην, καὶ τούτων δὲ ἧττον ἔτι τὴν μυρρίνην· σημεῖον δὲ λέγουσιν ὅτι ἐν τῷ 
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いといわれている4)。       
 























καθάπερ αἱ στεφανώτιδες は、小ぶりのギンバイカの意と解されます。なお、１世
紀の Plinius, Naturalis Historia『博物誌』15.119 には、(myrtus) primum Cerceis in 
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（3）Cato, de Agri Cultura 8.2  
 
Sub urbe hortum omne genus, coronamenta omne genus, bulbos Megaricos, 










として、ギリシア語 μυρσινών, Att. μυρρινών、ラテン語 myrtetum, murtetum があ
ります。本稿ではこれを「ギンバイカの木立」としておきます。ギンバイカに「森」
はそぐわないと思われるからです。   
 
（4）Aristophanēs, Batrakhoi (lat. Ranae) 154-7 
 
ΗΡ. ἐντεῦθεν αὐλῶν τίς σε περίεισιν πνοή, 
 ὄψει τε φῶς κάλλιστον, ὥσπερ ἐνθάδε, 
 καὶ μυρρινῶνας, καὶ θιάσους εὐδαίμονας  
 ἀνδρῶν γυναικῶν, καὶ κρότον χειρῶν πόλυν.  
ヘラクレス その次に笛の音が風に漂い、お前を包む、 
 そして美しい光を見るだろう。ちょうどこの世のような。 
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あるという現象に若干の驚きを覚えるかもしれませんが、Vergilius（前 70-19）、
Aeneis, 6. 443-4 でも、冥府の Lugentes Campi「嘆きの野」に myrtea silva があるこ
とになっていますから、喜劇・英雄叙事詩の別を問わず、なんの不思議もないこ
となのでしょう。 
myrtea silva とほぼ同義語と思われる myrtetum, murtetum は、カンパーニア地
方の温泉地 Baiae 近郊のそれが有名であったようです。抒情詩人 Horatius（前 65-
8）、Epistulae 1.15.5、１世紀前半の Celsus, de Medicina 2.17.1、エピグラム詩人
Martialis（40 頃―103/4）3.58.2 に言及があります。前二者は自生の木立、最後の







（5）Euripidēs, Ēlektra 323-5 
 
ΗΛ. Ἀγαμέμνονος δὲ τύμβος ἠτιμασμένος  
 οὔπω χοάς ποτ᾿ οὐδὲ κλῶνα μυρσίνης  













（6）Aristophanēs, Nephelai (lat. Nubes) 1364-5 
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ΣΤ. ἔπειτα δ᾿ ἐκέλευσ᾿ αὐτὸν ἀλλὰ μυρσίνην λαβόντα 
















（7）Scholia in Aristophanis Vespae 1222a 
 
τὰ σκόλι᾿ ὅπως δέξῃ καλῶς· ἀρχαῖον ἦν ἔθος ἑστιωμένους ᾄδειν ἀκολούθως τῷ 
πρώτῳ, εἰ παύσαιτο τῆς ᾠδῆς, τὰ ἑξῆς. καὶ γὰρ ὁ ἐξ ἀρχῆς δάφνην ἢ μυρρίνην 
κατέχων ᾖδε Σιμωνίδου ἢ Στησιχόρου μέλη ἄχρις οὗ ἤθελεν, καὶ μετὰ ταῦτα ᾧ 
ἐβούλετο ἐδίδου, οὐχ ὡς ἡ τάξις ἀπῄτει. καὶ ἔλεγεν ὁ δεξάμενος παρὰ τοῦ πρώτου τὰ 







いをつけた者に（枝を）手渡したのである。… 9)   
 
上の引用文中、最初の 5 語は『蜂』1222 行の台詞の一部です。次にその 1222
行を見てみましょう。 
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（8）Aristophanēs, Sphēkes (lat. Vespae) 1222 
 
ΒΔ. τούτοις ξυνὼν τὰ σκόλι᾿ ὅπως δέξει καλῶς.   











なたが受けるのですよ。［歌って］‘οὐδεὶς πώποτε ἀνὴρ ἔγεντ᾿ Ἀθήναις’ (1226)「ア
テナイの市
まち








（9）Aristophanēs, Lysistratē 632-4  
 
ΧΟ.ΓΕ. καὶ φορήσω τὸ ξίφος τὸ λοιπὸν ἐν μύρτου κλαδί, 
 ἀγορήσω τ᾿ ἐν τοῖς ὅπλοις ἑξῆς Ἀριστογείτονι, 











（10）Scolion 12 (Carmina Convivalia) P.M.G. 895 11) 
 
ἐν μύρτου κλαδὶ τὸ ξίφος φορήσω 
ὥσπερ Ἁρμόδιος κἀριστογείτων 
ὅτ᾿ Ἀθηναίης ἐν θυσίαις 




























3) 樹高は『園芸植物大圖鑑』の「３～５m になる」のほうが適切と思われます。 
4) 訳文は小川洋子氏のものです。『テオプラストス 植物誌 ２』（西洋古典叢書、2015）、27
頁より引用。同書には正確な訳文の他、驚くべく大量かつ詳細な注が付されています。なお、
引用文中の μύρρινος は、普通は形容詞ですが、ここでは名詞として用いられています。 
5) 同じく小川洋子氏の訳文です。27 頁より引用。 
6) 同上、244 頁より引用。 
7) プリーニウス『博物誌』15.122 はカトーのこの箇所を引いて、myrtus conjugula は fortassis 
a conjugiis「ことによると婚姻にちなむものか」と記していますが、具体的にはどんなギン
バイカかはよく分かりません。   
8) アリストパネースの訳文はすべて『世界古典文学全集 12 アリストパネス』（筑摩書房、
1964）所収のもの。（4）（8）（9）は高津春繁訳、（6）は田中美知太郎訳です。 
9) D. Campbell (ed. & tr.), Greek Lyric V (The Loeb Classical Library, 1993)、p.274 より引用。な
お、Plutarkhos, Symposiaka (lat. Quaestiones Convivales) 1. 5 にも、ほぼ同趣旨の記述がありま
す。柳沼重剛編訳『プルタルコス 食卓歓談集』（岩波文庫、1987）、21-2 頁参照。プルータ
ルコスは、宴会で回される「天人花の小枝」は「アイサコス aisakos と呼ばれる」と述べて
いますが、αἴσακος はここと、5 世紀の Hēsykhios (lat. Hesychius) の辞書に出るのみの語で
す。  
10) 『世界古典文学全集 12 アリストパネス』（注 8）、170-1 頁。なお、『プルタルコス 食卓
歓談集』（注 9）では、スコリオンに「回し歌」の訳語があてられています。 
11) スコリオンの番号は D. Page (ed.), Poetae Melici Graeci (Oxford, 1962) のそれです。Greek 
Lyric V（注 9）p.286 にも、P.M.G.の通し番号 895 を付して収められています。  
 
 
